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月定例会市議会だより 12なな がが と

Nagato City Council

新年に誓う、防災の決意
地域を守る消防の使命

長門市議会のフェイスブックはこちら➡

長門市消防出初式



面
積
が
小
さ
い
の
に
復
旧
費
が

高
額
に
な
る
理
由
に
つ
い
て
、

市
は
、
通
行
規
制
が
困
難
な
た

め
、
河
川
内
に
工
事
用
道
路
を

仮
設
す
る
た
め
と
答
え
ま
し
た
。

　

更
に
委
員
は
、
工
期
は
約

100

日
と
の
こ
と
だ
が
、
３
月
か
ら

の
農
業
用
水
の
取
水
時
期
に
影

響
し
な
い
か
と
確
認
。

　

市
は
、
１
月
末
に
入
札
予
定

だ
が
、
取
水
時
期
ま
で
に
は
河

川
内
の
工
事
を
終
え
る
計
画
で

あ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

議案第 1･23・34 号　 長門市一般会計補正予算（第 5 号～第７号）

総額７億 6,922 万円
増額補正を可決

　

12
月
定
例
会
を
11
月
28
日
（
金
）
か
ら
12
月
19
日
（
金
）
ま
で

の
22
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
５

号
～
第
7
号)

を
含
め
た
34
議
案
、
議
員
提
出
議
案
１
議
案
の
審

査
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

産業振興・災害復旧・施設改修・人件費など

長門市議会だより　2026.2.1 ２

12 月
定例会

　

重
村
委
員
は
、
被
災
箇
所
の

現
状
と
工
事
費
の
内
訳
を
問
い

ま
し
た
。

　

市
は
、
市
道
岬
東
線
は
通
行

止
め
で

450
万
円
、
市
道
真
木
奥

畑
線
は
幅
員
減
少
で

820
万
円
の

復
旧
費
を
見
込
む
と
説
明
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
真
木
奥
畑
線
は
施
工

　

田
村
継
委
員
は
、
繰
越
剰
余

金
の
処
分
に
関
し
、
財
政
調
整

基
金
の
残
高
が
標
準
財
政
規
模

の
適
正
水
準
と
さ
れ
る
10
～

20
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

こ
と
に
疑
義
を
呈
し
、
な
ぜ
減

債
基
金
で
は
な
く
、
財
政
調
整

基
金
へ
積
み
立
て
る
の
か
と
、

市
の
意
図
を
問
い
ま
し
た
。

　

市
は
、
地
方
債
現
残
高
の
約

92
％
が
地
方
交
付
税
措
置
の
あ

る
（
返
済
費
用
の
多
く
が
国
か

ら
補
填
さ
れ
る
）
有
利
な
起
債

　

こ
の
事
業
は
、
地
場
水
産
業

の
維
持
発
展
に
向
け
、
県
漁
協

長
門
統
括
支
店
と
市
が
連
携
し

て
進
め
る
も
の
で
す
。

　

マ
グ
ロ
の
鮮
度
保
持
能
力
強

化
の
た
め
、
冷
や
し
込
み
タ
ン

ク
（
１
ｔ
タ
ン
ク
、
1.2
ｔ
タ
ン

ク
な
ど
計
27
台
）を
仙
崎
漁
港
、

掛
渕
漁
港
、
川
尻
漁
港
、
大
浦

漁
港
の
４
港
に
設
置
す
る
計
画

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
財
源
負
担

割
合
は
県

1/2
、
漁
協
1/4
、
市
1/4

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
平
委
員
か
ら
の
鮮
度
保
持

の
指
導
方
法
に
関
す
る
質
疑
に

対
し
、
市
は
、
タ
ン
ク
を
導
入

し
て
冷
や
し
込
む
だ
け
で
は
な

く
、
船
上
で
の
処
理
が
行
き
届

く
よ
う
に
し
た
い
と
す
る
考
え

を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
浦
漁
港
な
ど
で
若
い
漁
業

者
が
意
欲
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
状
況
を
背
景
に
、
市
と

漁
協
が
協
力
し
て
進
め
ま
す
。

マ
グ
ロ
鮮
度
保
持
の
質
を

高
め
る
「
漁
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

　
　
　
　
　

１
１
７
万
円

▲冷やし込みタンクの画像
（大洋エーアンドエフ株式会社

仙崎事業所から提供）

８
月
豪
雨
災
害
の
復
旧

工
期
と
農
業
用
水
へ
の
影

響
は
「
現
年
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
事
業
」　　
　

　
　
　
　

１
２
７
０
万
円

有
利
な
起
債
を
活
用
し
︑

不
測
の
事
態
に
備
え
る
財

政
運
営
を
「
財
政
調
整
基

金
積
立
金
」

　
　

４
億
５
１
７
５
万
円

　

ひ
さ
な
が
委
員
は
、
販
売
委

託
業
務
の
内
訳
を
問
い
ま
し
た
。

　

市
は
、
納
入
業
務
委
託
料
が

３
５
６
６
万
３
５
０
円
、
販
売

委
託
料
が
６
１
３
万
１
９
５
０

円
で
あ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

次
に
委
員
の
、
昨
年
の
同
時

期
と
比
較
し
て
金
額
が
増
加
し

て
い
る
要
因
は
何
か
と
の
問
い

に
、
市
は
、
燃
油
価
格
や
人
件

費
の
上
昇
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
委
員
は
、
コ
ス
ト
上

昇
分
は
市
民
に
転
嫁
せ
ず
、
市

が
負
担
す
る
と
い
う
考
え
か
と
、

令
和
８
年
度
の
ご
み
袋
価
格
へ

の
影
響
を
確
認
し
、
市
は
そ
の

通
り
で
あ
る
と
答
え
ま
し
た
。

指
定
ご
み
袋
の
原
価
高
騰

分
は
市
が
負
担
「
債
務
負

担
行
為
補
正　

指
定
ご
み

袋
納
入
及
び
販
売
委
託
業

務
」　　
　

４
１
７
９
万
円

で
あ
る
と
説
明
。
こ
れ
ら
を
繰

上
償
還
す
る
よ
り
も
、
不
測
の

事
態
に
備
え
る
た
め
に
積
み
立

て
て
お
き
た
い
と
の
考
え
を
示

し
ま
し
た
。
な
お
、
積
立
後
の

財
政
調
整
基
金
残
高
見
込
額
は
、

55
億
５
４
０
５
万
９
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。
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綾
城
委
員
は
、
施
設
整
備
工
事
費

４
７
６
２
万
６
０
０
０
円
の
積
算
根

拠
と
、
各
部
屋
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費

用
が
含
ま
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
問

い
ま
し
た
。

　

市
は
、
工
事
内
容
は
主
に
受
変
電

設
備
（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
）
改
修
と
各

部
屋
へ
の
配
線
工
事
で
、
積
算
は
国

の
基
準
等
に
基
づ
く
と
説
明
。
エ

空
調
設
備
改
修
費
用
の
妥
当
性

と
工
事
完
了
時
期
「
三
隅
交
流

プ
ラ
ザ
空
調
設
備
改
修
事
業
」

　
　
　
　
　
　

４
８
８
０
万
円

ア
コ
ン
本
体
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
予
算
に
は
含
ま
れ
ず
、
別
途
約

２
５
０
０
万
円
の
費
用
を
見
込
ん
で

い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

続
け
て
委
員
は
、
総
額
約

７
０
０
０
万
円
超
の
費
用
が
か
か
る

が
、
既
存
の
ガ
ス
配
管
を
活
用
し
、

ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）
を

更
新
し
た
ほ
う
が
安
価
で
は
な
い
か

と
指
摘
し
、
電
気
式
へ
変
更
す
る
妥

当
性
を
問
い
ま
し
た
。 

　

こ
れ
に
対
し
市
は
、
既
存
の
ガ
ス

配
管
は
老
朽
化
し
て
お
り
再
利
用
は

困
難
。Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
選
択
し
て
も
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
の
容
量
確
保
は
必
要
と
回
答
。

さ
ら
に
、
施
設
内
の
一
部
は
既
に
電

気
式
へ
移
行
し
て
お
り
、
小
規
模
な

部
屋
に
対
応
で
き
る
家
庭
用
Ｇ
Ｈ
Ｐ

は
販
売
停
止
し
て
い
る
現
状
も
あ
る

た
め
、
電
気
式
へ
の
統
一
が
適
切
と

判
断
し
た
と
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

関
連
し
て
林
委
員
は
、
３
月
の
当

初
予
算
で
電
気
式
へ
の
移
行
に
向
け

た
設
計
費
は
承
認
済
で
あ
る
と
し
た

上
で
、
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
空

調
不
具
合
は
重
大
な
問
題
と
指
摘
。

工
事
の
完
了
時
期
を
問
い
ま
し
た
。

　

市
は
、
工
期
は
約

210
日
を
見
込
ん

で
お
り
、
完
了
は
９
月
頃
に
な
る
予

定
で
あ
る
と
答
え
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
の
議
決
結
果
は

９
ペ
ー
ジ
へ

➡

　ふるさと納税関連や災害復旧など必要な
予算であり賛成する。しかし、三隅交流プ
ラザの空調をガスから電気へ転換する事業
は、総額 7,000 万円超の費用を要する。設
計段階でこれだけの費用増を見通せなかっ
た点は反省している。GHP は災害時の停電
に強く、電力消費抑制のメリットもある。
防災拠点の観点からは、多少コストを要し
てもガスを維持する判断もあって良かった
と考える。今後は、避難所等の空調確保に
おいて、ガスから電気への移行が真に最善
か改めて検証することを求め、賛成する。

討論　綾城美佳委員（賛成）

　アウトドアツーリズム拠点整備事業の債
務負担行為予算の計上は認められないが、
その他の事業は緊急かつ合理的である。特
に、懸案事項の老朽化が進行し故障が頻発
していた三隅交流プラザの空調設備の更新
は、市民活動の拠点として不可欠であり、
電気空調への予算計上を評価する。また、
８月の豪雨で被災した市道 2 路線の災害復
旧費も計上されており、市民生活に寄り添っ
た内容である。当初予算編成後の事情によ
る予算措置の妥当性と合理性を認め、本予
算案に賛意を表する。

討論　林哲也委員（賛成）

その他の補正予算

議案第 23 号
国に準じた職員の給与改定にかかる人件費
　　　　　　　　　　　　　　　　　1 億 3,152 万円
　政府が、去る８月７日に行われた人事院勧告どおり、
国家公務員の月例給を令和７年４月に遡って改定する
ことを閣議決定したことから、国に準じた内容で改定
等を行うものです。

議案第 34 号
物価高対応子育て応援手当給付事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,813 万円
　物価高の影響を強く受けている子育て世帯を支援し、
子どもたちの健やかな成長を応援する観点から、０歳
から高校生年代までの子どもに、１人当たり２万円の
手当を支給するものです。

議員提出議案第 1 号
長門市議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関す
る条例の一部を改正する条例
　政府の閣議決定を受け、本議会でも国に準じた内容
で改定等を行うものです。

▲三隅交流プラザのガス空調設備の画像
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文教厚生
委員会 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）の

基準を定める

　議案第４号の審査では、林委員から乳児等通園
支援事業を民間事業者が実施しない場合の市の対
応について質疑があり、市は、需要がある限り必
ず受け入れられる体制を整える必要があるとし
て、公立保育園での実施も視野に入れ検討を進め
ていると説明しました。
　続いて綾城委員から、一時預かり事業と乳児等
通園支援事業の違いについて質疑があり、市は、
一時預かり事業は保護者の都合に応じて子どもを
預かる事業であるのに対し、乳児等通園支援事業
は子どもの成長支援を目的とした通園型の事業で
ある。そのため、乳児等通園支援事業には保育要
件が設けられていない点が特徴であると答弁しま
した。

▲

議案第　7 号　長門市部課設置条例の一部を改正する条例

課の名称を変更する修正案を賛成少数で否決課の名称を変更する修正案を賛成少数で否決
総務産業

委員会

　議案第 7 号の組織再編に関し、米弥委員は交通
施策の統合を求めました。また、重村委員と田村
大治郎委員は企業誘致に関する名称変更により、
これまでの実績や積極的な誘致姿勢が後退したと
受け取られる懸念を指摘。市は、全産業を対象と
する意味から「産業立地」としたが、課内に推進
室を設け、企業誘致への決意はいささかも揺るが
ないと理解を求めました。質疑ののち、田村委員
から修正案が提出されましたが、修正案は否決さ
れ、原案が可決されました。

　議案第 13 号の審査では、中平委員から追加工
事となった外壁等の事前調査について質疑があ
り、市は、設計段階では目視による確認に留まっ
たと回答しました。また、追加工事が発生するこ
とによる供用開始への影響について、市は、令和
８年４月の供用開始に影響はないと答えました。

　議案第 11 号の審査では、田村大治郎委員から
注意報や警報発令時の強制力と罰則について質疑
があり、消防本部は、乾燥注意報等が発令された
際に火入れを禁止できる強制力が新たに追加され
たと説明。今後はより確実な防火対策が可能にな
ると答弁しました。更に、重村委員から危険な状
況下での火入れの届け出があった際の対応につい
て質疑があり、消防長は、状況に応じ臨機応変に
対応すると回答しました。

▲
議案第４号　長門市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例▲
議案第５号　長門市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例

　議案第 5 号の審査では、綾城委員から国の運営
費補助について質疑があり、市は、公定価格の範
囲内で事業を実施する場合、事業費の 100％が補
助対象となり、国および県の補助金が充てられる
と説明しました。ただし、公定価格を超える部分
については事業者負担となるとの補足説明があり
ました。
さらに田村継委員から、第 5 条の正当な理由のな
い提供拒否の禁止規定について質疑があり、市は、
国籍や家庭環境などを理由に差別的に利用を拒否
してはならないという趣旨の規定であると回答し
ました。

▲

議案第 13 号　工事請負契約の一部を変更することについて
　　　　　　　　（長門市 IT 関連企業等集積拠点施設整備改修建築工事）

▲

議案第 11 号　長門市火災予防条例の一部を改正する条例

　議案第 11 号の審査では、田村大治郎委員から　議案第 11 号の審査では、田村大治郎委員から

　　　　　　　　（長門市 IT 関連企業等集積拠点施設整備改修建築工事）

　「産業立地」への名称変更は受け身の印象を与
えかねない。対外的に市の本気度を示し組織をわ
かりやすく能動的なものとするため、課名を「企
業誘致・産業戦略推進課」に改める。

修正案　



５ 2026.2.1　長門市議会だより

一般質問

　田村継議員は、2025 年６月の法改正（努力義
務から必要な措置を講じる義務へ）を受け、市の
カスタマーハラスメント対策について質問。職員
の安全と尊厳を守りつつ、市民の声には真摯に向
き合い、毅然と臨むための運用体制や課題を尋ね
ました。

田 村　継
不当要求に毅然と対応　職員の安全と尊厳を守る

この一般質問の
YouTube
動画はこちら

　市は、マニュアル策定や研修、通話録音、名札
表記変更などの現行の取り組みにより、迷惑電話
や不当要求の防止、職員の安心感の向上に一定の
効果があったと成果を述べ、一方で、記録・支援・
運用体制の確立が課題として、今後、全庁共通の
記録様式の導入や相談窓口の設置、メンタルヘル
スケア等の整備を図る考えを示しました。
　議員は、現場が判断に迷わないよう「正当な苦
情」と「ハラスメントの基準」を明確化すべきと
主張し、指針はしっかり公表していくことが重要
と訴えました。市長は、国のマニュアル等を参考
に判断基準にしていきたいとし、策定後は市民に
向けても発信していきたいと答えました。また、
議員が職員へのメッセージを求めると、市長は過
剰な要求や苦情等については、組織として対応し
ていく方針を示しました。

議員の意見︓ハラスメント対応で職員が精神的
な負荷を受け、職務のモチベーションを下げ
ぬよう、個人の負担にせず組織が後ろ盾となっ
てほしい。「ノー」と言える明確な基準や相談
できる組織づくりが重要だ。

　米弥又由議員は、日本人の２人に１人が罹患す
ると推計されているがんについて、市の予防対策
と検診の現状を質問。市長は、がん対策を健康寿
命延伸の観点からも欠くことのできない重要課題
であると認識しているとして、生活習慣の改善啓
発や検診費用の助成、受診勧奨の個別通知など啓
発の強化に努めると答弁しました。

　次に議員は、令和５年の本市のがんの部位別死
亡数の１位が胃がんである点に着目し、胃内視鏡
検査を原則としつつ、ピロリ菌に感染している方
には除菌して予防する体制への転換と、特定健診
へのピロリ菌検査のオプション追加を実施しては
どうかと提案しました。それに対して市は、身体
的な負担があることから、検診方法は選択できる
ことが望ましく、継続すると回答。検査追加は国
の必須項目には含まれていない現状だが、調査を

米 弥 又 由
胃がん対策を問う ピロリ菌検査と内視鏡検診の推進を

この一般質問の
YouTube
動画はこちら

行い制度改正に対応する準備を進めていきたいと
答弁しました。
　最後に議員は、予防医療が健康寿命を延ばすと
ともに医療費の抑制にもつながると要望。市長は、
国の方針を尊重しながら推進に全力で取り組んで
いきたいと答えました。

議員の意見︓本市の死亡原因 1 位である胃が
んを減らすため、検診は内視鏡検査を原則と
し、ピロリ菌の除菌・予防を行う体制へ転換
すべきです。あわせて、特定健診にピロリ菌
検査を追加し、健康寿命の延伸と医療費抑制
につながる予防医療を積極的に推進するよう
求めます。
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一般質問

議員の意見︓多額の市費を投じて整備した工
場用地は、塩漬け土地になる可能性も否定で
きない。このまま放置しておくことは決して
望ましいことではなく、新たな企業誘致活動
にしっかり取り組むべきだ。

　林哲也議員は、育児と介護を同時に担う「ダブ
ルケア」について、今後は晩婚化等を背景に深刻
な問題になるとして、市の認識と対策を問いまし
た。市長は、精神的・肉体的な負担が大きく、孤
立感を感じやすい問題と認識を示し、既存の相談
窓口の連携や周知啓発に努めると答弁しました。
林議員は、離職防止の観点から地域企業への理解
促進も強く要望しました。

林　哲 也
持続可能なまちづくりへ　福祉・観光・産業の課題

この一般質問の
YouTube
動画はこちら

　田村大治郎議員は、ペット飼育が高齢者の健康
維持や社会保障費の抑制に寄与する公益性を述
べ、本市の地域福祉計画が掲げる誰もが安心して
暮らせる長門づくりに合致するとして、公営ペッ
ト火葬サービスの整備を求めました。市長は、４
斎場の集約・統合を最優先とし、限られた財源を
市民のいのちと生活を守る施策へ重点配分する立
場から、新たな施設整備は困難と回答しました。
　これに対し議員は、市が示した 8,000 万円の
建設費試算を、動物専用炉なら 800 万円程度か
ら設置可能と独自調査で反論。運営経費の増加に
ついても、使用料収入を燃料費等の直接コスト及
び設備のメンテナンス費用に充当することで、税
金の持ち出しを最小限に抑えた独立採算に近い運
営ができると訴えました。

田 村　大治郎
ペット火葬の公営化と水産基盤の老朽化対策を問う

この一般質問の
YouTube
動画はこちら

議員の意見︓ペット飼育は、人間の心身の健康
維持に有効であるだけでなく、高齢者の介護
費を抑制する効果が期待されることから、終
末期の受け皿としてペットの公営火葬サービ
ス整備は市の財政にも貢献する公益性のある
施策だ。

公営ペット火葬サービスの整備を

水産流通基盤の機能維持と老朽化対策
　続いて議員は、仙崎漁港の製氷・冷蔵施設の老
朽化による「根氷（ねごおり）」堆積で貯氷能力
が著しく低下している現状を指摘。水産のまち・
ながとのブランドが毀損されると危惧し、公設民
営化や第３セクターへの移行を提案しました。市
長は、本市の水産振興を図る上で憂慮すべき問題
であると強く認識していると述べつつも、漁協が
主体となって機能回復に向けた諸調整に取り組ま
れており、市としてもそうした動きに呼応し、支
援を検討すると答弁。これに対し議員は、やるか
やらないかの問題ではなく、いつ決断するかとい
う時間の問題だと早期の決断を強く訴えました。

「ダブルケア」への支援体制を

観光振興と市民生活の調和と共生
　道の駅センザキッチンの評価と元乃隅神社の
オーバーツーリズム対策について質問。市は、道
の駅を周遊観光の拠点として高く評価し、元乃隅
神社の渋滞対策には警備員配置やライブカメラ設
置等を行うと回答しました。議員は、センザキッ

チンを支える一次産業の担い手確保の重要性と、
元乃隅神社の参拝休止期間については、観光客へ
の影響を軽減するとともに、市民生活との調和と
共生を訴えました。

三隅地区工場用地の
　　　　早期活用と企業誘致の行方
　最後に、三隅地区工場用地整備事業について、
株式会社アルミネの工場建設が見送られている現
状を指摘。多額の公費が投じられた用地の活用に
向け、不退転の決意で企業誘致に取り組むよう質
しました。市は、他社への誘致活動等を並行して
開始しているとし、全力を傾注すると答えました。
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一般質問

　橋本憲治議員は、2045 年には本市の人口が約
1 万 7,800 人、生産年齢人口が 2005 年比で 3
分の 1 にまで減少するとの予測を提示し、地域社
会の存続そのものを脅かす危機的な状況であると
強い懸念を示しました。その上で、抜本的改革と
して、都市を縮小しながら最適化を目指す「スマー

橋 本 憲 治
次世代へつなぐ持続可能なまちづくり

この一般質問の
YouTube
動画はこちら

トシュリンク」の導入を提言。インフラの戦略的
集約や空き家の活用を進め、特色ある複数拠点を
公共交通で結ぶ、数珠つなぎ型のスマートシュリ
ンクこそが本市に適した形であると訴えました。
　これに対し市長は、人口減少を待ったなしの最
重要課題と認め、現在は市内各所の拠点を中心と
した生活圏づくりを進めていると説明。一方で、
議員提案の考え方については、住み慣れた地域を
離れる心理的負担や市民生活への大きな影響を課
題として挙げ、将来の長門市の姿については、今
後とも市民の皆さんとしっかりと議論を重ねなが
ら考えていきたいと慎重かつ前向きな姿勢を示し
ました。

議員の意見︓今を生きている私たちは、次の
世代のために、この長門という地域を命がけ
で守り抜くという責任と使命があります。子
どもたちや孫たちの世代が、この美しい長門
の地で安心して暮らし、誇りを持って生きて
いけるような未来を残すことが、私たちに課
された歴史的な責務だと思います。

　重村法弘議員は、市長や議員の給与・報酬を審
議する「長門市特別職報酬等審議会」が令和２年
以降開催されていない点について、社会情勢の変
化を踏まえた設置・諮問の考えを質しました。

　市長は、これまでの間、議会側で議員定数や報
酬に関する調査特別委員会が設置され議論が行わ
れていたため、その推移を注視していたと説明。

「議会改選や報告書の提出等を踏まえ、適切な時
期での設置へ向け慎重に検討している」と答弁し
ました。
　これに対し議員は、合併以降 20 年間議会側の
改定がない現状や、議会からの報告書が提出され
たタイミングを強調。従来の審議会が 1 回の会議
で結論を出している現状を憂慮し、答えのない答
えを出す重要な機関だからこそ、時間をかけて意
見をまとめてもらうべき、と主張しました。その

重 村 法 弘
報酬審議会　深い議論ができる環境づくりを　

この一般質問の
YouTube
動画はこちら

上で、複数回の開催や議員へのヒアリング、委員
の公募など、他自治体の事例を参考に諮問のあり
方を見直すよう提案しました。
　市長は、現行報酬では若い世代が議員になりに
くいとの声も認識していると応じ、次期開催に向
けた準備を開始していることを明らかにしまし
た。

議員の意見︓長門市議会議員定数等調査特別委
員会は、昨年度、社会情勢の変化を踏まえた
報告書を議長に提出した。報告書の新鮮なう
ちに、深い議論を呼び起こすような諮問を行っ
てほしい。
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　尾﨑貴夫議員は、連日のクマ出没報道に触れ、
保護者の不安に寄り添う形で、児童・生徒の安全
確保に向けた市の具体的な取り組みを問いまし
た。

　教育長は、昨年度全児童・生徒へ「クマ鈴」を
貸与し、国や県の指針に基づくマニュアル作成や、
保護者への即時情報配信体制を構築したと答弁し
ました。
　議員は、予測困難なクマの行動を踏まえた安全
点検の難しさに理解を示しつつ、次に、通学路の
現状を確認しました。教育委員会は、見通しの悪
い箇所の把握に加え、目撃情報を地図化して出没
頻度の高いエリアを可視化していくと答えまし
た。
　また議員は、県内初のクマ鈴導入を評価する一

尾 﨑 貴 夫
地域で守る、子どもの安全　登下校時の見守り

この一般質問の
YouTube
動画はこちら

方で、クマ鈴が壊れた等の
保護者の声を報告して利用
実態の検証と改善を求めま
した。
　教育委員会は、クマ鈴に
一定の効果はあるが、過信
せず状況に応じた指導を行
うと答えました。また、教
育長は、壊れたクマ鈴につ
いて、学校を通じて申し出
れば新しいものに交換可能
だと説明し、保護者への周
知を呼びかけた上で、地域
と連携した備えの重要性を
強調しました。

議員の意見︓マニュアルというのは作成して
終わりというわけではなく、実際の出没状況
や学校現場の声を踏まえ、定期的に見直して
いくことが実効性の高い危機管理につながる
ものと考えております。

　上田啓二議員は、森林環境譲与税を有効に利活
用し、本市産材の需要拡大につなげるための施策
展望を質しました。議員は、都市部で譲与税が活
用されず基金に積み立てられている現状を指摘
し、本市における持続可能な林業の維持には本市
産木材の安定的な需要創出が不可欠と主張しまし
た。

　これに対し市は、譲与税を「リフォレながと」
の運営支援や担い手の確保、木育の推進などに活
用していると説明。令和２年度以降は譲与年度の
森林整備事業などに全て活用しており、基金への
積み立ては考えていないと述べました。
　さらに議員は、都市部と山村部が連携したカー
ボンオフセット事業などの事例を挙げ、都市部と
の関係構築が販路拡大につながる可能性を提案し

上 田 啓 二
都市と地方が結ぶ未来 森林環境譲与税と新たな施策

この一般質問の
YouTube
動画はこちら

ました。市長は、東京都の自治体と連携について
意見交換を行っていることに触れ、都市部の自治
体との連携を考えることにより、都市部への木材
の販売も可能にしていけるのではないかとの見解
を示しました。

議員の意見︓森林環境譲与税を有効に利活用
し、本市産材の需要拡大を。都市部との関係
構築を強力に推進し、市内産材の販路の１つ
となり得る可能性を広げる施策展望を強く求
めたい。

▲クマ鈴の画像



一般質問

　ひさなが信也議員は、スマートフォン所持の低
年齢化に伴い児童生徒が犯罪被害に遭うケースが
増加している現状を指摘し、本市のネットリテラ
シー教育について質問しました。

　議員は、実態調査を行い施策の基礎資料とする
ことを提案。教育委員会は、スマートフォンを持っ
ていない子が遅れを感じることのないよう配慮し
つつ、検討したいと答えました。また議員が市内
の小中学校共通で取り組むべき内容と基準等の明
確化を求めると、教育委員会は、現在は、学習指
導要領に基づき統一的に教育を行っているとしつ
つも、社会情勢に合わせ見直しが必要だろうとの
認識を示しました。
　最後に議員は、学校任せにせず自治体としての
方向性を示すため、本市独自の指針を策定・明記
すべきだと強く主張しました。

ひさなが 信 也
ネット社会の危険から子どもを守る

この一般質問の
YouTube
動画はこちら

　教育長は、単なる制限ではなく主体的な判断力
を育む重要性を説いた上で、指針策定の代わりと
して、家庭でのルールづくりを支援する既存資料
の活用を充実させていくと述べ、現時点での独自
指針策定には慎重な姿勢を示しました。

議員の意見︓ネットの利用は学校外が多いた
め、家庭や地域を巻き込んだ体制づくりが不可
欠だ。大人も子どもも共にモラルを守り、ト
ラブルを防ぐ環境を整えていくべきだ。

■ 12 月定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1 令和 7 年度長門市一般会計補正予算（第 5 号） 原案可決
2 令和 7 年度長門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決
3 令和 7 年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第 3 号） 原案可決
4 長門市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 原案可決
5 長門市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 原案可決

6
長門市議会個人情報保護条例及び長門市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

7 長門市部課設置条例の一部を改正する条例 原案可決
8 長門市一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

9 長門市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

10 長門市長門湯本温泉駐車場条例の一部を改正する条例 原案可決
11 長門市火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決
12 長門市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

13 工事請負契約の一部を変更することについて（長門市 IT 関連企
業等集積拠点施設整備改修建築工事） 原案可決

14 津黄龍宮の潮吹交流施設の指定管理者の指定について 原案可決
15 里山ステーション俵山の指定管理者の指定について 原案可決
16 長門市くじら資料館の指定管理者の指定について 原案可決
17 金子みすゞ記念館の指定管理者の指定について 原案可決
18 香月泰男美術館の指定管理者の指定について 原案可決
19 村田清風記念館の指定管理者の指定について 原案可決
20 長門市文化会館「ラポールゆや」の指定管理者の指定について 原案可決
21 ながと総合体育館の指定管理者の指定について 原案可決
22 長門市俵山多目的交流広場の指定管理者の指定について 原案可決
23 令和 7 年度長門市一般会計補正予算（第 6 号） 原案可決

議案番号 件　　　　名 結果
24 令和 7 年度長門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 3 号） 原案可決
25 令和 7 年度長門市湯本温泉事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決
26 令和 7 年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第 4 号） 原案可決
27 令和 7 年度長門市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決
28 令和 7 年度長門市水道事業会計補正予算（第 2 号） 原案可決
29 令和 7 年度長門市下水道事業会計補正予算（第 2 号） 原案可決
30 長門市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
31 長門市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
32 長門市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
33 長門市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
34 令和 7 年度長門市一般会計補正予算（第 7 号） 原案可決

議員提出
議案第 1 号

長門市議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例の一部を改正する条例 原案可決

2026.2.1　長門市議会だより９

■第３回臨時会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果
9 月定例会 20 令和 6 年度長門市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 21 令和 6 年度長門市国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 22 令和 6 年度長門市湯本温泉事業特別会計歳
入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 23 令和 6 年度長門市介護保険事業特別会計歳
入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 24 令和 6 年度長門市後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算の認定について 認定

▲

小
中
学
生
の
ス
マ
ホ
・
キ
ッ
ズ
ケ
ー
タ
イ
所
有
率
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　9 月定例会の最終日 (9 月 26 日 ) に追加提出された令和 6 年度
の各会計決算議案は各常任委員会に付託し、議会閉会中の継続審
査を実施しました。
　10 月 24 日の第 3 回臨時会では令和 6 年度の 5 会計の決算議
案を認定しました。

第３回
臨時会

　令和 6 年度長門市一般会計歳入歳出決算の認定について９月定例会 議案第 20 号

　一般会計歳入歳出決算における歳入総額は 239 億 2,998 万円、歳出総額は 228 億
951 万円となり、実質収支では 11 億 2,047 万円の黒字となりました。予算決算委員
会では昨年度に引き続き、分科会方式で審査を行いました。

高齢者用との重複防止、視覚・肢体障害者の利
用実態、交付枚数の妥当性と拡充の是非、車両
の充足状況について。
高齢者用との重複を防止している。交付枚数は
他市と比較し妥当で、持続可能な制度として現
状維持に努める。

問

答

福祉タクシー助成事業
障害者や要介護１・２の市民へタクシー券を
交付し外出を支援。社会参加の促進を図り、
利便性向上や負担軽減に努めました。

民間委託の効果と現場課題、統廃合計画の策定
状況、油谷斎場の廃止方針や住民周知のあり方
について。
第２次アクションプラン中に計画書を策定する
部分が抜け落ちていた。現在、優先順位をつけ
ながら維持管理や修繕等の計画を策定してい
る。

問

答

斎場維持管理費
斎場の火葬業務を民間委託し運営。設備修繕
や、将来の統廃合に向けた維持管理計画の策
定等を進め、施設の安定運営を図りました。

指定ごみ袋の製作費高騰に伴う市の負担額や価
格改定の是非、リサイクルセンター業務委託に
おける成果と課題について。
袋の公費負担解消へ価格改定を検討中です。
分別周知や製品プラ回収体制を構築します。

問

答

塵芥処理費
指定ごみ袋の納入・販売、資源ごみの選別、
収集運搬等を委託。製作費高騰に伴う公費負
担への対応や施設の安定運営に努めました。

萩市の救急体制縮小に伴う対応状況、搬送体制
の確保等の課題について。
山陽側の病院への迅速な患者搬送体制の構築を
推進し、協力を要請したほか、医師不足等の課
題も共有した。

問

答

地域医療等対策事業
救急医療対策会議を開催。萩市の救急体制縮
小に対応し、市長が山陽側の病院を訪問して、
迅速な患者搬送への協力を要請しました。

高校生の所得制限撤廃に伴う費用増の想定、児
童数減に反する受診増の要因、医療費抑制に向
けた具体策について。
所得制限撤廃による費用増は想定していた。
医療費削減の一手段として、ジェネリック医薬
品の推奨を行っている。

問

答

子ども医療費助成事業
小中高生の医療費自己負担分を助成。高校
生の所得制限を撤廃し支援を拡充したほか、
ジェネリック医薬品の利用も推進しました。

▲長門斎場の画像
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令和 6 年度長門市一般会計歳入歳出決算の認定について

誘致の実績、セミナーの効果、一次産業への波
及と情報発信について。
IT 企業５社の誘致や雇用輩出の成果を報告。
市民への周知の必要性を認め、今後、実績報告
の強化や地元企業との連携を推進する。

問

答

戦略的産業基盤強化事業
専門業者へ委託し、IT 企業の誘致活動やサイ
ト運営のほか、地元企業の DX 支援、デジタ
ル人材育成セミナー等を実施しました。

多額の予算投入への説明責任、用地交渉難航に
よる事業費増、社会情勢の変化に伴う売却見通
しの不透明さについて。
先行きが見通せない状況にあるとはいえ、多額
の予算を投入していることを深く心に刻み、企
業誘致活動に専念していく。

問

答

三隅地区工場用地整備事業
三隅地区に企業誘致用の工場用地を造成。用
地交渉や造成工事に多額の予算を投じました
が、現在は売却の見通しが不透明な状況です。

AI アプリの利用について。

アプリ自体の必要性を感じていない、スマート
フォンの動作が遅く使い勝手が悪いとの意見が
あった。これらの反省点を踏まえ、改善しなが
ら事業を継続実施していく。

問

答

地域公共交通推進事業
日置地区で AI アプリを活用したオンデマン
ド交通の実証運行を実施しました。この際、
自治会や利用者に説明会も開催しました。

各工区の進捗状況について。

第１工区は着実に進捗。令和８年度の造成完了、
令和９年度の操業開始を目指す。第２工区・第
３工区は、造成基本計画に基づき、土地の基盤
整備を進める計画であったが、実施・運営主体
が定まっていない。

問

答

畜産団地整備事業
向津具半島に鶏舎や肥育センターを整備する
計画で、令和６年度は用地測量や実施設計の
ほか、堆肥施設の視察、研究を行いました。

林
哲
也
委
員
（
反
対
）

　

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
等
集
積
拠
点
施
設

整
備
は
費
用
対
効
果
も
定
か
で
な
い

も
の
に
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、
畜
産
団

地
整
備
事
業
は
将
来
的
な
全
体
計
画

が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
成
果
の
判

断
は
で
き
ず
、
三
隅
地
区
工
場
用
地

整
備
事
業
は
事
業
費
が
倍
近
く
に
膨

ら
み
売
却
の
不
透
明
感
を
増
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
と
い
う
基
本
原
則

を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
の
予
算
の
未
執
行
問

題
も
認
定
で
き
な
い
理
由
で
あ
る
。

討
論

 長門市監査委員の意見（要約）
　令和６年度決算は、後期基本計画の推進に向けた５つの重点施策に取り組み、財務処理はおおむ
ね適正と認められる。市債残高の減少などから財務状況は概ね健全と判断される一方、人口減少や
少子高齢化による市税の減収、社会保障費の増大、老朽化した公共施設の更新費、長引く物価高騰
による財政需要のさらなる拡大や災害への対応など、財政環境は依然厳しい。依存財源の割合が高
いことから、財政基盤の強化、新たな財源確保、未収金圧縮など安定的な歳入確保に努める必要が
ある。また、選択と集中や DX 活用により効率的で効果的な事業執行が求められる。

（「令和６年度長門市一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに
基金運用状況審査意見書」から）　　　　　　　　　　　　　 　　　全文はこちら⇒

▲ＩＴ関連企業等集積拠点施設の画像
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１

職
員
研
修
の
充
実
強
化

に
つ
い
て

　

市
民
の
期
待
に
応
え
、
社
会
構

造
の
変
化
と
住
民
ニ
ー
ズ
の
複
雑
・

高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員

の
資
質
向
上
は
不
可
欠
で
あ
る
。

研
修
成
果
が
業
務
へ
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
を
構
築
し
た
上
で
、
接
遇

や
能
力
向
上
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
遵
守
に
繋
が
る
研
修
を
継
続
的

に
実
施
さ
れ
た
い
。

２

ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル

の
予
防
策
に
つ
い
て

　

加
齢
に
伴
う
聴
力
の
衰
え
は
日
常

的
な
会
話
を
困
難
に
し
、
生
活
の
質

を
落
と
す
大
き
な
原
因
と
言
わ
れ
て

お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
が
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
脳
機
能
が

低
下
し
、
認
知
症
の
発
症
や
社
会
的

孤
立
、
う
つ
状
態
に
陥
る
原
因
に
も

な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
社

会
参
加
や
認
知
症
、
う
つ
予
防
等
の

観
点
と
と
も
に
、
加
齢
性
難
聴
者
に

対
す
る
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
や
補
聴

器
の
購
入
費
助
成
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
。

３

が
ん
検
診
受
診
率
の

向
上
に
つ
い
て

望的意見要
　令和 7 年 9 月定例会に提出された令
和 6 年度決算議案については、予算決
算委員会、総務産業委員会及び文教厚生
委員会を開催し、すべて認定しました。
決算に係る下記項目の要望的意見につ
いて、総務産業及び文教厚生分科会から
提出し、予算決算委員会において取りま
とめ、その趣旨、内容等を政策形成への
反映に特段の配慮を求める要望書を江
原市長に提出しました。

　

が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
は
、
市

民
の
健
康
を
支
え
る
上
で
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
市
の
健
康
増
進
計
画
で

も
生
活
習
慣
病
対
策
の
重
点
項
目
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
市
に
お

け
る
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん

な
ど
の
検
診
受
診
率
は
依
然
と
し
て

低
く
、
目
標
値
に
は
達
し
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
と
も
受
診
勧
奨

の
強
化
や
、
働
く
世
代
を
含
め
た
受

診
機
会
の
拡
充
、
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
周
知
の
徹
底
を
図
ら
れ
た

い
。

４

斎
場
の
統
廃
合
に

つ
い
て

　

令
和
８
年
度
末
に
日
置
斎
場
と

三
隅
斎
場
の
３
炉
を
閉
鎖
し
、
油

谷
斎
場
と
長
門
斎
場
の
２
ヶ
所
５

炉
で
火
葬
業
務
を
行
い
、
５
年
経

過
後
を
目
処
に
長
門
斎
場
１
ヶ
所

３
炉
の
み
で
火
葬
業
務
を
実
施
す

る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
方
針
決
定
に
至
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
に
問
題
も
あ
る
上
に
、

火
葬
待
ち
に
つ
い
て
も
市
の
理
論

上
の
想
定
で
あ
り
、
市
が
想
定
す

る
以
上
に
火
葬
待
ち
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
斎
場
を
１
ヶ
所
に
す
る

と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
出

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
方
針
決
定
に
つ
い
て
の
再

考
を
求
め
る
。

５

ご
み
袋
の
価
格
改
定
に

つ
い
て

　

物
価
高
騰
等
は
、
ご
み
袋
の
作

製
に
係
る
経
費
に
も
影
響
し
、
令

和
６
年
度
は

309
万
10
円
ほ
ど
市
が

負
担
を
し
て
い
る
。
ご
み
袋
の
価

格
改
定
は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
協

議
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

市
民
に
と
っ
て
も
物
価
高
騰
は
日

常
生
活
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

価
格
改
定
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

日
常
生
活
へ
の
影
響
を
配
慮
し
た

上
で
、
慎
重
に
議
論
を
進
め
て
い

く
こ
と
。

６

有
機
農
業
の
推
進
に

つ
い
て

　

市
は
中
国
地
方
初
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
い
、
先

進
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
が
、
有
機
農
業
等
推
進
計
画
の

進
捗
状
況
は
、
必
ず
し
も
十
分
と

は
言
い
難
く
、
生
産
者
数
及
び
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
ほ
場
面
積
の
拡
大

が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
の
課

題
で
あ
る
。
市
が
一
体
と
な
っ
て

有
機
農
業
を
強
力
に
推
進
し
、
全

▲市長に要望書を提出する各常任委員長の画像
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要望書を市長に提出

要望書の詳細は、
ＱＲコードから
閲覧できます。

国
に
認
知
さ
れ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
に
努
め
ら
れ
た
い
。

７

畜
産
団
地
整
備
事
業
に

つ
い
て

　

今
後
の
本
計
画
の
予
定
は
第
２

工
区
、
第
３
工
区
の
肉
用
牛
生
産

拠
点
へ
と
進
展
し
て
行
く
予
定
だ

が
、
大
規
模
と
な
る
肉
用
牛
関
連

の
運
営
母
体
、
経
営
体
は
白
紙
の

状
況
で
あ
る
と
共
に
、
多
額
の
予

算
が
必
要
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
肉
用
牛
市
場
の
お
か
れ

て
い
る
現
状
、
社
会
情
勢
等
を
的

確
に
判
断
さ
れ
事
業
実
施
に
は
慎

重
な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。

８

第
一
次
産
業
の
担
い
手

確
保
に
つ
い
て

　

本
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
第
一

次
産
業
は
、
高
齢
化
の
進
行
に
加

え
、
資
材
・
燃
油
等
の
高
騰
と
構

造
的
な
採
算
性
の
低
さ
に
直
面
し
、

担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

担
い
手
に
対
す
る
既
存
の
支
援
・

育
成
制
度
の
利
用
促
進
を
図
り
継

続
的
な
支
援
体
制
・
相
談
体
制
を

整
備
さ
れ
た
い
。

９

戦
略
的
産
業
基
盤
強
化

事
業
に
つ
い
て

　

Ｉ
Ｔ
拠
点
施
設
は
、
都
市
部
の

企
業
誘
致
と
地
元
事
業
者
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
若
者
が

活
躍
で
き
る
新
た
な
産
業
を
創
出

す
る
こ
と
で
、
市
の
産
業
基
盤
を

強
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

整
備
に
あ
た
っ
て
は
適
切
な
予
算

管
理
の
も
と
、
長
門
市
な
ら
で
は

の
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
の
創
出

に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
誘
致

や
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

を
積
極
的
に
発
信
し
、
企
業
か
ら

選
ば
れ
る
魅
力
的
な
ま
ち
と
し
て

情
報
発
信
を
強
化
さ
れ
た
い
。
更

に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す

る
に
は
、
多
様
な
人
々
が
交
わ
る

賑
わ
い
の
創
出
が
不
可
欠
で
あ
る

た
め
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
の
土

日
祝
日
利
用
を
原
則
可
能
と
す
る

な
ど
、
広
く
市
民
に
開
か
れ
た
施

設
運
営
の
視
点
に
つ
い
て
研
究
さ

れ
た
い
。

10

地
域
公
共
交
通
推
進

事
業
に
つ
い
て

　

Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
予
約
の
利
用
率
が

１
割
未
満
に
留
ま
る
な
ど
、
新
た

な
シ
ス
テ
ム
の
周
知
に
課
題
が
あ

る
。
特
に
利
用
者
の
多
く
を
占
め

る
高
齢
者
層
に
と
っ
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
操
作
が
障
壁
と
な
っ
て

い
る
実
情
も
あ
る
た
め
、
利
用
者

や
交
通
事
業
者
の
意
見
を
よ
り
一

層
聞
き
取
り
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
実

現
に
努
め
ら
れ
た
い
。

11
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

　

民
間
団
体
と
協
働
で
更
に
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
。
ま
た
、
施
設
の
大
規
模
改
修

に
向
け
た
基
金
の
積
立
が
計
画
的

な
も
の
と
な
る
よ
う
、
入
湯
税
の

繰
入
に
つ
い
て
も
柔
軟
に
検
討
す

る
こ
と
。

12

生
活
道
路
・
市
道
の
除
草

対
策
の
強
化
に
つ
い
て

　

道
路
利
用
者
の
利
便
性
・
安
全

確
保
、
ま
た
観
光
地
と
し
て
の
環

境
美
化
の
観
点
か
ら
も
、
市
民
協

働
型
の
除
草
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
。

13

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
労

働
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

　

現
在
、
長
門
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
全
室
冷
暖
房
完
備
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
平
成
22
年
の
セ

ン
タ
ー
整
備
当
初
に
比
べ
、
夏
場

の
高
温
化
が
進
み
、
設
備
の
老
朽

化
等
も
相
ま
っ
て
調
理
場
に
お
け

る
適
切
な
労
働
環
境
の
確
保
は
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
委
託

業
者
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
必
要

に
応
じ
て
予
算
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

▲市長に説明する各常任委員長の画像
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文教厚生委員会

長門市議会だより　2026.2.1

行政視察
報告

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
10

月
27
日
か
ら
28
日
ま
で
の
２
日
間

の
日
程
で
、
岡
山
県
高
梁
市
、
広

島
県
東
広
島
市
へ
の
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

岡
山
県
高
梁
市
で
は
、
独
自
に

策
定
さ
れ
た
﹁
高
梁
市
医
療
計
画
﹂

に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
高
梁
市
は
人
口
約
２
万
５
千

人
、
高
齢
化
率
は
約
44
％
で
あ
り
、

医
療
人
材
不
足
や
救
急
体
制
の
確

保
な
ど
、
地
方
都
市
に
共
通
す
る

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
同
市
で

は
﹁
地
域
医
療
は
ま
ち
づ
く
り
﹂

を
基
本
理
念
と
し
、
医
療
政
策
を

地
域
経
営
全
体
の
柱
と
し
て
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

　

計
画
は
、
市
民
や
医
療
従
事
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
課

題
を
可
視
化
し
た
う
え
で
、﹁
医

療
提
供
体
制
の
確
保
﹂ ﹁
医
療
従
事

者
の
定
着
﹂ ﹁
出
産
・
子
育
て
支
援
﹂ 

﹁
在
宅
医
療
﹂
の
４
つ
を
基
本
方

針
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体
の
取

り
組
み
と
し
て
、
広
域
中
核
病
院

と
の
連
携
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
用
、

奨
学
金
制
度
や
看
護
師
復
職
支

援
、
医
療
介
護
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
産

前
産
後
支
援
な
ど
が
展
開
さ
れ
、

現
場
の
声
を
踏
ま
え
た
改
善
が
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
第
１
次
計
画
で

は
、

100
項
目
の
う
ち
78
項
目
が
実

施
さ
れ
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
重

点
化
し
た
第
２
次
計
画
に
移
行
す

る
な
ど
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
り
進
捗

管
理
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療

を
単
に
﹁
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
﹂

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
将
来
の

地
域
づ
く
り
全
体
と
結
び
付
け
て

い
る
点
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
、
本
市
で

も
、
独
自
の
医
療
政
策
の
方
向
性

を
明
確
化
し
、
市
民
の
不
安
に
応

え
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、﹁
現
場
の
声
を

丁
寧
に
計
画
へ
反
映
し
て
い
る
こ

と
、
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
人
材

確
保
や
仕
組
み
改
善
に
取
り
組
む

姿
勢
に
学
び
が
あ
る
﹂、﹁
本
市
と

は
状
況
が
異
な
る
も
の
の
、
施
策

を
計
画
に
位
置
付
け
、
専
門
家
や

関
係
者
に
よ
る
評
価
・
改
善
を
行

い
、
透
明
性
を
確
保
し
て
い
る
点

は
、
本
市
で
も
必
要
で
あ
る
﹂
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
広
島
県
東
広
島
市
で

は
、
障
害
者
の
移
動
支
援
制
度
に

つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
同
市
で
は
タ
ク
シ
ー
利
用
に

対
す
る
助
成
制
度
を
実
施
し
て
お

り
、
年
間
60
枚
、
視
覚
障
害
者
は

80
枚
を
交
付
す
る
な
ど
、
障
害
特

性
に
応
じ
た
柔
軟
な
制
度
設
計
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
利
用
者

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
自
動
更

新
と
郵
送
交
付
で
あ
り
、
窓
口
手

続
き
を
省
略
す
る
こ
と
で
行
政
負

担
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
点

で
す
。
ま
た
、
１
回
の
乗
車
当
た

り
の
枚
数
制
限
を
廃
止
し
、
長
距

離
通
院
や
買
い
物
に
も
対
応
で
き

る
な
ど
、
実
態
に
応
じ
た
運
用
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
等
に
よ
り
、
制
度
改
善
が

継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

確
認
し
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
が
比
較
的
整
備
さ
れ

て
い
る
都
市
で
あ
っ
て
も
、
障
害

特
性
か
ら
利
用
が
難
し
い
場
合
が

あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、﹁
移

動
権
の
保
障
﹂
と
し
て
制
度
を
位

置
付
け
て
い
る
点
は
大
変
示
唆
に

富
む
も
の
で
す
。
通
院
・
買
い
物
・

テーマ２ 障害者の移動支援制度について

地
域
医
療
は
ま
ち
づ
く
り

▼東広島市の視察の様子の画像

障
害
特
性
に
応
じ
た

　
　
　

移
動
権
の
保
障
を

広島県東広島市＜視察先＞

岡山県高梁市＜視察先＞
テーマ１ 高梁市医療計画について

社
会
参
加
な
ど
、
生
活
全
般
を
支

え
る
取
り
組
み
と
し
て
、
障
害
者

の
安
心
と
自
立
を
支
え
て
い
る
こ

と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、﹁
ど
ん
な
に
障

害
が
重
く
と
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
当
た
り
前
の
暮
ら
し
が
保
障
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
、
障
害
の
あ
る

人
が
、
地
域
で
自
立
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
必
要
な
制
度
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
﹂﹁
自

動
更
新
の
導
入
や
、
使
用
枚
数
制

限
の
撤
廃
は
、
市
民
福
祉
と
行
政

効
率
の
両
面
で
の
改
善
を
図
る
上

で
、
本
市
で
も
取
り
入
れ
る
べ
き

参
考
事
例
で
あ
る
と
思
う
﹂
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。



掛渕自治会（油谷地区）

・避難道の維持管理を自治会で行っている。草刈り等の補助はないか。
・上下水道について、インフラの必要性を理解し費用対効果を高めていく必要があるのではないか。
・美祢線のＢＲＴ化について、長門市の構想を持つべき。使用しない駅舎等の利用も議論すべき。

　

市民と議員が語る議会報告会

まちかどトークまちかどトークまちかどトーク
令和７年度

上ゲ自治会（三隅地区）駅通自治会（油谷地区）

・新庁舎の工事中は、来庁者が利用し
やすいように配慮してほしかった。

・デマンド交通の予約方法や料金を、
利用者、特に高齢者のニーズに応え
てほしい。

・害獣被害は、耕作放棄地の増加が主
な要因となっているのではないか。

2026.2.1　長門市議会だより15

　令和 7 年度の議会報告会は、6 グループに分かれ各自治会において開催をしています。11 月に「議会だ
より 9 月定例会号」の内容にそって 5 会場で報告会を行いました。寄せられたご意見、ご要望、ご提案の一
部を紹介いたします。いただいた声は今後の議会活動の参考にさせていただきます。

・道路の穴や漏水による地盤への影響、
インフラの老朽化が深刻な問題。

・アルミネ工場誘致計画の頓挫は大き
な機会損失と捉えている。

・バス路線廃止や減便で高齢者の交通
確保が深刻な課題となっている。

　みなさまの普段のお集まりの場に、私たち議員がお邪魔させていただけないでしょうか。みなさまの会合
の貴重なお時間を少しだけ拝借できれば幸いです。

【お問い合わせ】 長門市議会事務局 
　　電話︓0837-23-1248（直通） メール︓gikai.shomu@city.nagato.lg.jp （またはお近くの議員まで）
※みなさまのご都合に合わせて調整させていただきます。まずはお気軽にご連絡ください。

　みなさまの普段のお集まりの場に、私たち議員がお邪魔させていただけないでしょうか。みなさまの会合
まちかどトークの開催場所を募集しています︕

雨乞自治会（日置地区）平野自治会（三隅地区）

・転入時の情報提供同意確認の周知徹
底を望む。また、自治会長が緩衝材
となる仕組みを提案。

・行政による除草剤散布や、業者への
定期的な依頼など、自治会の負担軽
減策を。

・移住者への支援は手厚いが、地元に
残る若者への支援が不足しているの
ではないか。

・平野川において降雨時に氾濫する箇
所や、川水が浸透し道が陥没してい
る箇所がある。

・センザキッチンの運営について、来
場者も増加しており、少しでも利益
につながる運営をしてほしい。

・議員の日頃の活動が見えない。議員
がもう少し AI を利用すべきである。

11/9 11/12

11/18

11/21 11/22
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▼ 新しい年が始まりました。今
号では 12 月定例会における補
正予算の審議や一般質問の要旨
を中心に、議会や委員会での議
論の様子を詳しくお伝えいたし
ました ▼広報広聴委員会では「市
民に身近で、手に取りたくなる
議会だより」を目指し、写真の
配置や分かりやすい言葉選びな

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／広報広聴常任委員会ど、紙面の編集に工夫を重ねて

おります ▼長門の美しい自然と
ともに新しい年を迎え、皆様か
ら寄せられる声を大切に、本年
も市政の動向を丁寧にお伝えし
てまいる所存です ▼本年が皆様
にとって健康で、笑顔あふれる
幸多き一年となりますよう心よ
りお祈り申し上げます。（首藤）

編集後記　

　市民の皆さんの要望を、市政に反映させる方法のひとつに
「請願」や「陳情」があります。
　議会に提出された請願は、その内容を所管する委員会で審
議され、本会議で最終的に採択か不採択かを決定します。採
択された請願は執行機関に送付されます。
　委員会に付託し、議会で取り上げた「請願」「陳情」の処
理結果については、提出された方に通知します。
　なお、陳情の場合、全議員への資料配付のみにと
どめる場合があります。　

　詳しくは市議会の HP をご参照ください。

どなたでも市政に対し、要望や意見などを議会に提出することができます。

▲新白滝山風力発電事業計画撤回の要望を
議長に提出する画像

森野　遼 さん（34 歳）
渋木地区在住

まちの声
長門市議会に関してインタビューを行いました

Ｑ議会だよりを読まれていますか。
Ａ 選挙の前に見直したりしています。
Ｑ ほっちゃテレビやフェイスブックなどで議会の情報をお

知らせしていますが、ご覧になっていますか。
Ａ テレビはほとんど観ていません。フェイスブックの存在

も知りませんでした。
Ｑ 議会報告会はご存じですか。
Ａ 知りませんでした。良い取り組みと思いますが、友人等

に聞いても知らない人ばかりです。
Ｑ 議会や議員に望むことがあればお聞かせください。
Ａ これからのまちを作っていく、10 代から 30 代の世代に

興味を持って貰えるような情報発信をして欲しいです。
Ｑ 長門市の魅力についてお聞かせください。
Ａ 最高に綺麗な海と、四季の移ろいを全身で感じられ、子

どもと一緒に自然の中で様々な経験ができることが魅力
ですが、なんと言っても、新鮮な地元食材が毎日食べら
れることが１番の魅力だと思います。

委 員 長　　田 村 大 治 郎
副委員長　　尾 﨑 貴 夫
委　　員　　林 　 哲 也
　 　 　 　 米 弥 又 由
　 　 　 　 ひ さ な が 信 也
　 　 　 　 首 藤 元 嘉


